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バカシ村のマッチと花火工場で多数の幼い子どもたちが爆死した悲惨な出来事に由来する。これはその後、The Land of C
hild Labor と呼ば






























































題群、すなわち、①児童労働市場は虚構か、②飢餓的貧困は存在す か，③教育の貧困は構造 か、そして、④児童労働は社会慣習か、以上の四点について暫定的な結論と今後の、より詳細な実証的研究にむけての仮説を提示して る。
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